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 論文 「日本舞踊における「体幹部」の技法分析 および基礎練習法の提案-モーションキャプチャを用いて」本論文は 序
論 本論(5章構成) 結論から成っている。 
 序論では体幹部を研究対象とする必要性 モーションキャプチャを駆使する意義と可能性を示し、本論 1章2章で実験の設
定と手順を説明。3章で胸の使い、4章で腰の動作について、申請者自身を含む数名の被験者( 熟練者 院生 学部生)のモー
ションキャプチャを使った三次元のデータを綿密に詳細に数値化し比較する。一方で、現行日本舞踊の指導言語である「腰
が安定する」「胸を落とす」「胸をくる」などの通常概念として感得が難しく、指導者にとっても言語化しにくい曖昧な口
伝をモーションキャプチャのデータと対照させ 数値の裏付けとともに明らかにした。5章ではそうして得た知見と発想に基
づき、基礎練習法を考察・提案した。 
 初めて日本舞踊の奥義をデータ化する事に成功した本研究はすでに複数の学会賞を獲得する評価を得ている。そして研
究によって蓄積された大量のデータは、この先本論文以外にも様々な研究の重要な資料の一つとなり、また研究材料として
大いに活用できる可能性を持つと考えられる。 
舞踊する肉体の内面的な運動を明示した事は、新たな指導法・教授法の有意義な参考資料となることを大いに期待する。 
 5章の練習法の説明不十分な部分は画像を加えるなど確実に補填し、さらに稚拙な表現や言葉使いの訂正を行った上で提
出することを確約し、協議の結果、合格とする。 
 
